
　

今
年
三
月
一
一
日
、
東
日
本
大

震
災
が
発
生
し
た
。
佐
藤
孝
明
さ

ん
は
、
無
料
の
出
張
法
律
相
談
な

ど
に
も
積
極
的
に
関
わ
り
、
被
災

さ
れ
た
方
々
か
ら
の
相
談
に
寄
り

添
い
な
が
ら
丁
寧
に
応
じ
て
い
る
。

「
津
波
で
す
べ
て
を
流
さ
れ
た
」

「
借
金
だ
け
が
残
っ
た
」「
ど
う
す

れ
ば
よ
い
か
…
」。
言
葉
を
失
う

ほ
ど
の
困
難
な
相
談
が
次
々
に
寄

せ
ら
れ
る
。

　

原
発
事
故
で
苦
し
む
故
郷
福
島

の
現
状
に
胸
を
痛
め
な
が
ら
も
、

今
、
自
分
に
で
き
る
一
つ
一
つ
の

課
題
の
解
決
に
取
り
組
む
日
々
だ
。

　

杜
の
都
・
仙
台
。
ケ
ヤ
キ
が
繁

る
青
葉
通
り
と
プ
ラ
タ
ナ
ス
並
木

の
晩
翠
通
り
に
面
し
た
法
律
事
務

所
が
、
佐
藤
さ
ん
の
活
動
拠
点
で

あ
る
。

　

仙
台
弁
護
士
会
の
刑
事
弁
護
委

員
会
、
子
ど
も
の
権
利
委
員
会
な

ど
五
つ
の
委
員
会
で
活
動
を
行
う
。

特
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
の
は
、

少
年
の
刑
事
事
件
だ
と
い
う
。

「
少
年
犯
罪
の
背
景
に
は
大
抵
、

本
人
の
心
の
問
題
が
潜
ん
で
い
ま

す
。
私
自
身
、
多
感
な
少
年
時
代

を
過
ご
し
て
い
た
の
で
、
少
年
犯

罪
の
事
件
に
接
す
る
と
、
無
関
心

で
は
い
ら
れ
な
い
の
で
す
」

　

中
学
生
の
こ
ろ
に
起
こ
っ
た
一

四
歳
の
少
年
に
よ
る
児
童
殺
傷
事

件
は
、
将
来
、
問
題
を
抱
え
る
少

年
を
援
助
す
る
仕
事
に
就
き
た
い

と
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。

そ
し
て
高
校
時
代
に
は
、
法
曹
へ

の
道
を
は
っ
き
り
意
識
し
た
。

　

母
親
は
、
自
分
と
兄
と
妹
の
三

人
の
子
を
育
て
る
た
め
、
三
つ
の

パ
ー
ト
を
掛
け
持
ち
し
て
家
計
を

支
え
て
い
た
。
そ
ん
な
母
親
に
恩

返
し
し
た
い
気
持
ち
も
あ
っ
た
。

　

郷
里
の
福
島
高
校
を
卒
業
後
、

東
北
大
学
法
学
部
に
入
学
。
四
年

後
、
さ
ら
に
創
価
大
学
法
科
大
学

院
へ
進
む
。

「
創
価
大
を
選
ん
だ
の
は
、
奨
学

金
制
度
が
充
実
し
て
い
る
こ
と
、

自
習
室
な
ど
が
完
備
し
て
い
る
こ

と
、
担
当
教
員
の
親
身
な
指
導
が

受
け
ら
れ
る
こ
と
が
魅
力
だ
っ
た

か
ら
で
す
。
一
日
一
〇
時
間
の
勉

強
に
専
念
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」

　

創
価
大
で
は
、

司
法
試
験
に
合

格
し
た
卒
業
生

が
後
輩
の
面
倒

を
見
る
こ
と
が

伝
統
に
な
っ
て

い
る
。

「
在
学
中
、
成
績
が
伸
び
ず
ス
ラ

ン
プ
に
陥
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
が
、
先
輩
か
ら
適
切
な
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
て
乗
り
越
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
創
価
大
で
良
か

っ
た
と
思
う
の
は
、
人
と
人
の
つ

な
が
り
や
温
も
り
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
た
こ
と
で
す
」

　

弁
護
士
に
な
っ
た
今
も
、
難
し

い
案
件
を
抱
え
た
と
き
な
ど
、
先

輩
の
弁
護
士
に
意
見
を
求
め
る
。

「『
英
知
を
磨
く
は
何
の
た
め
』

と
い
う
創
立
者
の
言
葉
が
あ
り
ま

す
。
今
こ
そ
、
困
っ
て
い
る
人
の

た
め
、
被
災
地
復
興
の
た
め
に
全

力
を
尽
く
す
。
そ
う
い
う
思
い
で
、

被
災
者
や
子
ど
も
た
ち
の
支
援
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
」

　

佐
藤
さ
ん
は
真
っ
す
ぐ
に
前
を

向
い
て
、
そ
う
語
っ
た
。
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さ
と
う
・
た
か
あ
き
／
一
九

八
四
年
福
島
県
生
ま
れ
。
二

〇
〇
二
年
福
島
県
立
福
島
高

等
学
校
卒
業
。〇
七
年
東
北

大
学
法
学
部
卒
業
。〇
九
年

創
価
大
学
法
科
大
学
院
修
了
、

新
司
法
試
験
合
格
。
一
〇
年

司
法
修
習
修
了
、
仙
台
正
義

法
律
事
務
所
に
入
所
。
仙
台

弁
護
士
会
で
、
刑
事
弁
護
委

員
会
、
子
ど
も
の
権
利
委
員

会
、
貧
困
問
題
対
策
本
部
な

ど
五
つ
の
委
員
会
に
所
属
。

佐
藤
孝
明 

さ
ん

困
って
い
る
人
た
ち
の
痛
み
に

寄
り
添
う
弁
護
士
に

仙
台
正
義
法
律
事
務
所

弁
護
士

創
価
大
学
法
科
大
学
院
修
了

　

一
九
七
一
年
の
開
学
以
来
、
創
価
大
学
は
、
司
法
試
験
合

格
者
二
一
九
名
、
公
認
会
計
士
試
験
合
格
者
一
九
一
名
を
輩

出
。
教
員
採
用
試
験
で
は
卒
業
生
の
一
割
に
あ
た
る
五
九
〇

〇
名
が
合
格
し
、「
資
格
」
に
強
い
大
学
と
し
て
高
い
評
価

を
受
け
て
い
ま
す
。
社
会
や
人
々
に
貢
献
す
る
卒
業
生
は
、

国
内
は
も
と
よ
り
世
界
各
国
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

平和・文化・教育の世紀へ｜創立者の軌跡｜Soka Report 25

　創価大学の創立者・池田大作先生は、平
和と人権をテーマに、トインビー博士をは
じめ、ノーベル賞受賞者のポーリング博士
やマータイ博士など世界の学識者との対話
を半世紀以上続けてきた。1975年には、
経済至上主義の現代文明に警鐘を鳴らし、

『成長の限界』レポートで有名なローマク
ラブ創設者のアウレリオ・ペッチェイ博士
と会見（写真）。以後、約10年間に5度にわ
たる対話を重ね、人類が直面する諸問題を
論じ合った。この対話は、『二十一世紀への
警鐘』（84年）として出版されている。

21世紀の創価教育
輝ける未来へ―大学の使命
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津波によって倒壊した家屋

お
ち
い

も
り

ば
ん 

す
い


